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性別，年齢別コホート集団の加齢による食品摂取頻度の

変化に関する検討

―14年を隔てて実施した質問紙調査による比較―
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目的　本研究は，14年の期間を隔てて実施された地域住民を対象とした質問紙調査の結果を用い

て，同一個人で構成された集団（コホート）の壮年期から老年期にかけての加齢による食品

摂取頻度の変化を明らかにし，今後の地域住民の栄養指導に資することを目的とした。

方法　対象地区は高知県N町。 1982年の40-69歳全町民（4,501人）に食品摂取頻度に関する留

置式質問紙調査を行った（14項目）。回収率は94％（4,245人）で，このうち循環器疾患の既

往歴のない4,166人を追跡した。死亡した461人と転出した188人を除く3,517人を対象として

1982年当時の性別，年齢別コホートを設定し，14年後の1996年に同一の質問紙調査を実施し

てその変化を検討した。1996年に再び質問紙が回収できた者は3,039人であった（86％）。

成績　①「肉類」の摂取頻度は40歳代男女，50歳代女性で減少し，50歳代男性，60歳代男女では

不変であった。

　②「油脂を使った料理」の摂取頻度は，60歳代の男性を除いて減少傾向を示した。

　③「卵」の摂取頻度は40歳代の女性では減少したが，他の年齢区分は男女とも不変であっ

た。

　④「マヨネーズ」の摂取頻度は，いずれの性・年齢区分においても減少した。

　⑤「魚類」の摂取頻度は，60歳代男女では不変だったが，40歳代，50歳代では増加した。

　⑥「煮物」の摂取頻度はいずれの性・年齢区分でも増加を認めた。

　⑦「野菜」の摂取頻度はいずれの性・年齢区分でも増加を認めた。

　⑧「漬物」の摂取頻度はいずれの性・年齢区分でも増加傾向を示した。

　⑨「梅干・塩こんぶ・つくだ煮」の摂取頻度は60歳代の女性を除いて減少傾向を示した。

　⑩「みそ汁・すまし汁・スープ」の摂取頻度は，60歳代の男性を除いて増加傾向を示し

た。

　⑪「ハム・ソーセージ・ちくわ・かまぼこ」の摂取頻度は，60歳代の男性を除いて減少傾

向を示した。

　⑫「牛乳」の摂取頻度は増加傾向を示した。

　⑬「間食・果物」の摂取頻度はすべての性・年齢区分で増加した。

　⑭「コーヒー・紅茶・コーラ・ジュース・サイダー」の摂取頻度は増加傾向を示した。



結論　食品摂取頻度の加齢に伴う変化を検討した結果，1) 男女とも「肉類」，「油脂」など洋食

系食品群の摂取頻度は減少，「魚」，「煮物」など和食系食品群の摂取頻度は増加しており，

この傾向は初回調査時の年齢区分が若い者ほど強かった。2) 塩分摂取と関連する食品群の

うち，「漬物」，「みそ汁・すまし汁・スープ」の摂取頻度は増加傾向を示したが，「梅干・塩

こんぶ・つくだ煮」，「ハム・ソーセージ・ちくわ・かまぼこ」の摂取頻度は減少傾向を認め

た。3) すべての性・年齢区分で「牛乳」，「間食・果物」，「コーヒー・紅茶・コーラ・ジュ

ース・サイダー」など補食系食品群の摂取頻度は増加する傾向を示した。

Key words : 加齢，質問紙調査，コホート，食品摂取頻度，追跡調査
















	48_01_0038.pdf
	page1
	page2




